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要 旨

グリーンランド西南部のイルリーサット，カンゲルスアーク，ケケタルスアークにおいて，各地に点在する

湿地・湖沼・ダム湖・河川の水質の特徴を評価するために，水のイオン分析を行ったoグリーンランド西南

部の降水の化学性は，ナトリウムイオン（Na＋）と塩化物イオン（Cl－）が主なイオン成分であり，今回採水し

た場所が全て沿岸部に位i世することを考l¥¥Xすると，塩類の供給源として海洋から湖沼等への風送塩の寄
与は大きし凡さらに，各地の水質が類似したイオン組成を示したことは，氷河融水や降水が湖沼等の樹養

源となるばかりでなく，内陸氷河から海洋への駈類の輸送に窃：与していることが原悶であると推察される。

1.はじめに

グリーンランド（北緋70℃，｝叫統40℃）は，北権問の南端に位置する世界最大面積を有する島である。

総面積は183万同で，約85%が氷河で・械われているc島の南北は北大西洋と北極海に接しており，北梅

海から束凶沿岸付近にliijかつて寒流が流れ込んでいるため，気候は寒冷である白地形は氷河の侵食に

よって氷食谷やフィヨルドが形成され，露岩地帯の問地には湖沼が存在する。また，夏季，氷河末端から

供給される多量の融水が，柑i物遺体の分解を阻害するため，未分解の植物遺体が泥炭土壌として堆積

する泥炭混地が点千1：する。著者らの尼崎は.1998年7月18日から1998年7月22日にかけて，グリーンラ

ンド西南部を訪れた際に混地・湖沼・ダム湖・河川の水を採取した。本稿は，これらのグリーンランド西南

部における湿地・iMJ消・ダムj胡・河川の水の化学的特性について報告するD

2.調査方法

グリーンランドの地lま！と今回訪れた場所の詳細な位置を凶 1に示す。今回の行程は，グリーンランド西
南部のイルリーサット．カンゲルスアーク，ケケタルスアークをそれぞれ踏査し，各地に点在するi胡沼・ダム
湖・湿地・河川の水を採取することである。現地で採取した水（以下，試料水とする）は50111'1透明パイア

ル瓶に入れて日本に持ち帰り，化学分析を行う直前まで5℃で保存した。試料水中の無機イオン濃度を

測定するためにo.20umのセルロースアセテートメンプランフィルタ（ADVANTEC製DISMIC-25CS）でろ
過した後，主要イオン純であるNa二K+, ~1g2+, Ca2二Cl-• NQ3-, PQ43-, SQ42－濃度をイオンクロマトグラ
フ（DIONEX,DX・500）で分析した。

*I新潟大学純労地域災計研1党センター

* 2 r111の友達の会j会ll(新i!Jifi11~·小針台 2 -8 -30) 
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図ー 1 グリーンランドの地図とイルリーサット（llulisat），カンゲルスアーク（Kangerlussuaq）.ケケタルスアーク
(Qeqertarsuaq）の位置c3地域に点在する湿地・湖沼・ダム、湖・河川において採水を行った。

3.結果および考察

グリーンランド阿南部にAげl：するi~~地・洲町1 ・ダムiMJ ・ MJllの水の：1：攻：イオン濃度を｜立12に示すcナトリ
ウムイオン（Na－）は，いずれのJ劫所でも陽イオン濃度全体に11iめる＇.II則合が6-8訓と大きかったのに対し

-70一



て，カリウムイオン（K＇・）とマグネシウムイオン（ Mg計）は，陽イオン濃度全体に占める割合が 1割程度と小

さかった。カルシウムイオン（Ca2’）濃度は， A-Lakeで、最も濃度が向く，陽イオン濃度全体に占める割合

は1-4制でナトリウムイオン（Naつに次ぐ大きさであった。

血化物イオン（Cl－）濃度は，保水場所に関わらず段も多く合まれており，陰イオン濃度全体に占める割

合が7-9制と大きかった。硫限イオン（S0.12一）濃度は，塩化物イオンに次ぐ大きさであったが，陰イオン

濃度全体に，1jめる割合は 1；~1Jl_1~J主と少なかったこ一方，硝酸イオン（NQ3－）濃度は， A-Lake, B-Dam 

aの2ヶ所を除けば，検出限界以ドであり，リン般イオン（pQ.,:l－）濃度についても， B-Damaを除けば，

全ての場所において検出限界以’Fで・あった＝
以上の紡W:il、ら，今！ill保取したグリーンランド阿南部の湿地・湖沼・ダム湖・河川の水質の特徴は， A
-Lakeを除けば， Na+,Clーが主成分で・あることが11}-jらかlこなった。 A-Lakeを除く試科水中のCl-_/Nがの

平均値は1.28であり， jiltjイオンの海水のと＇I泣濃度比1.16に対して類似した値を示していた（伊橡部ら，

2003）：；今回採水した場所－が全て沿岸部に位慨することを考慮すると．塩類の供給源として海洋から湖沼

等への風送塩の待与は大きいむさらに，似12が示すように， A-Lakeを除いた場所の水質が類似したイオ
ン組成を示していた＝今In！の蹄売は7JI 111i1Jに行ったものであり，気温は比較的高い時期であるため，内
陸氷河では融水が党＇＊－していたと推測される。この氷河融水や｜海水が湖沼等の i函養源，ひいては河川を
介した内｜按氷河から海洋への樹知の輸送に治：与していると忠われるO このことが水質の類似性を裏付け

る要凶のひとつであるnJ能性は山v'= ・Ji. A-Lakeのイオン組成は， Ca2-,Clーが主成分のタイプであり，
その形成要｜羽が風送取のみでは説明することができない。 A-Lakeの水質が示す特異性については，降

水や氷河融水に加えて，れイiのj瓜化や地ド水などの影響を今後検討する必要がある。
NQ3ーやP0.1:1-1ま栄養樹であり，これらのイオンは殆どの採水場所で検出されなかったO 一時的であれ定

常的であれ，水の存イl：する場所において＇ I：物的動によって生産される有機物は，特にグリーンランドのよう

な寒冷な地域ではil~ifolであるために分解されにくい口これが貧栄養な水環境の形成要因となり，水環境の

化学性を反映していると思われる。
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図－ 2 グリーンランド西南部に点在する湿地・湖沼・ダム湖・河川水の主要イオン濃度cイルリーサット（A），カンゲルスアー
ク（B）.ケケタルスアーク（C）に点在する湿地（Mire）・湖沼（Lakeand Pond）・ダム湖（Dam）・河川水（River）に溶
存する陽イオン（右側）と陰イオン（左側）。
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